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研究成果の概要：臨時余震観測から本震時には西傾斜の震源断層が主に活動したが、それと直

交する東傾斜の余震活動もみられた。震源域直下の深さ 30～40km には低速度域が広く存在して

おり、そこから３本の低速度域が地表の活火山にまで続いていた。GPS 観測データから本震時

すべりは岩手・宮城県境付近で最も大きかった。本震後の顕著な余効すべりは震源断層の浅部

延長で発生し、地震時すべりと余効すべりは相補的である。強震動データでは 0.1～0.3 秒の短

周期成分が卓越していため震度６弱の割には建物被害が少なかった。 
 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2008 年度 14,620,000 0 14,620,000 

年度  

年度  

年度  

  年度  

総 計 14,620,000 0 14,620,000 

 
 
研究分野：数物理系科学 
科研費の分科・細目：地球惑星科学・固体地球惑星物理学 
キーワード：内陸地震、活断層、強震動災害、臨時余震観測、臨時 GPS 観測、変動地形学、

災害救援、ボランティア活動 
 
１．研究開始当初の背景 高感度臨時余震観測を実施して、震源断層の

形状、断層すべりの分布、地震波速度構造な
どを調査して、内陸地震の発生機構の解明を
目指す。 

2008 年 6 月 14 日の岩手・宮城内陸地震の発
生を受けて、内陸地震の発生機構の解明・強
震動災害の特徴・変動地形学的調査・災害救
援活動の進捗状況。ボランティア活動の実態
などを総合的に調査研究するための特別研
究促進費が交付された。 

(2)ＧＰＳ及び変動地形学的手法を用いた地

殻変動調査 
 震源域およびその周辺に稠密な GPS 観測点

を設置して、震源断層の余効すべりの時空間
分布を求める。また、地震後の地表変状を観

２．研究の目的 
(1)陸上臨時地震観測による余震活動調査 



察することにより本震時の断層すべりの空
間分布を求める。 
(3)災害調査・強震観測による強震動発生特性

調査 
現地踏査，資料収集，土砂試料採取，地震時
地すべり再現実験などを行い、大規模な地す
べり・斜面崩壊の生成原因の解明を目指す。 
(4)人的被害及び災害救援に関する調査 
災害時の地方公共団体の対応を調査し、今後
の参考にする。また、災害ボランティア活動
の動向を調査して、今後の活動の指針作成に
寄与する 
 
３．研究の方法 
(1)陸上臨時地震観測による余震活動調査 

震源断層の実態を明らかにし，活断層等の

活構造と震源断層の関係を解明するために

は，余震活動が活発に継続しているあいだに

緊急の臨時余地震観測を実施して，高精度の

余震分布を求めることにより，本震の震源断

層の位置・形状を決定することが必要不可欠

である．今回の震源域では地表部分に厚い凝

灰岩層が分布しており，正確な余震分布を決

定するためには震源決定方法をも考慮する

必要がある．本研究計画では，精密な余震の

空間分布を求め，今回の震源断層の正確な形

状を把握し，本震の発生機構の解明を行う． 

(2)ＧＰＳ及び変動地形学的手法を用いた地

殻変動調査 

既存のＧＰＳ観測網のみでは震源域の地殻

変動を高精度でとらえることは不可能であ

り，本震後の余効すべりの時間発展の検出を

目指して，震源断層を横断する測線でＧＰＳ

連続観測を実施する．本震の余効変動の有無

についての調査及び余震に伴う地殻変動の

観測を精度よく行うためには，震源域に高密

度なＧＰＳ観測点ネットワークが必要であ

る． 

また，震源域周辺で変動地形学的調査を実施

して，伏在断層や地質断層等と変動地形の関

係についての基礎的なデータを取得する． 

(3)災害調査・強震観測による強震動発生特性

調査 

今回の岩手・宮城地震に起因して発生した

地すべり・斜面崩壊は，2004 年中越地震の

場合と比較して，遙かに大規模なものが多い

点が特徴的である．また，1800 ガルという

強震動による広域地震時斜面災害について

は，過去においてほとんど調査の事例はなく，

今回緊急調査を実施することの学術的研究

意義は非常に高い．主要な調査項目として，

現地踏査，資料収集，土砂試料採取，地震時

地すべり再現実験，地すべり土塊の余震時の

震動特性観測を実施する．震源域及びその周

辺域において，変動地形学的調査を行い，活

構造の詳細な把握と共に，地震に起因する地

形変化，特に地すべり・斜面崩壊の分布との

関連を明らかにする．さらに，大規模な地す

べり並びに土石流発生場を対象として，以下

の調査並びに解析を実施する．①地すべり・

土石流発生場の地形・地質条件の把握，②地

震時地すべり・土石流発生機構の解明，③天

然ダムの分布と安定性の検討．以上の検討に

よって，今後発生するであろう伏在断層のず

れに伴う大規模地震に起因する土砂災害の

被害を軽減するための科学的資料を提供す

る． 

今回の地震における観測地震動の特徴とし

て，震源域においては短周期・大加速度の水

平動と大きな上下動，また，平野部において

は，深部地盤構造に起因するやや長周期成分

の卓越が挙げられる．これらの特徴を踏まえ

た地震動と被害の関係として，震源域の地震

被害の方向性と上下動に着目した被害に関

する考察を行う．また，平野部については，

地震動の卓越周期と地盤構造の関係，および

地震動の卓越周期と構造物の被害に着目し

た整理を行う．加速度による被害と変形によ

る被害について調査検討する． 

(4)人的被害及び災害救援に関する調査 



地震災害は，被災者の生命や家財を奪うとと
もに，個々の世帯の生活や地域経済に長期的
かつ甚大な影響をもたらす．そこでまず第 1
に，新潟県中越地震時と比較しながら，地方
公共団体の災害対策本部の動きや情報資源
を聞き取り調査によって把握し，各集落の伝
達行動の実態と情報資源を住民代表者等へ
のグループ・インタビューを通じて構造化す
る．両者の活動と資源，さらにライフライン
機関等が有する被害情報を結び付けること
によって，効率的な救出・救援システムの構
築を目指す．第 2 に，災害ボランティア活動
の実態と情報制約を活動主体への聞き取り
を通して明らかにし，今後の活動への反映を
図るとともに，より一般的な情報共有の社会
的仕組みを提言する．第 3 に，各種統計デー
タを入手・分析し，今回の地震災害が地域経
済に与える影響の実態を明らかにするとと
もに，今後予想される長期的影響について予
測を試みる． 
 
４．研究成果 
臨時余震観測網と既設観測網のデータから、
本震時には西傾斜の震源断層が主に活動し
たが、それと直交する東傾斜の余震活動の存
在も明らかとなった。このような複雑な震源
分布は、2004 年新潟県中越地震（M6.8）でも
みられる。また、地下の地震波速度構造を調
査した結果、震源域の直下の深さ 30～40km
には低速度域が広く存在しており、そこから
浅部に向かって３本の柱状の低速度域が地
表の活火山（鬼首と鳴子、栗駒山、焼石岳）
にまで続いていることが明らかとなった。内
陸地震の震源域直下の顕著な低速度域は、
2003 年宮城県北部地震（M6.4）、2004 年新潟
県中越地震（M6.8）、2007 年能登半島地震
（M6.9）、同年新潟県中越沖地震（M6.8）で
も見つかっており、内陸地震発生のしくみを
研究する上で重要な役割を果たすであろう。
臨時 GPS 観測点および既設 GPS 観測点のデー
タから、本震時すべりと余効すべりの分布が
明らかとなった。本震時すべりは震源から南
東方向に伝播し、岩手・宮城県境付近で最も
大きなすべりを起こしていた。この結果は地
震波の解析によるすべり量分布ともよく一
致している。本震後約２週間にわたって観測
された顕著な余効すべりは、震源断層の浅部
延長で発生しており、地震時すべりと余効す
べりは相補的な分布であることがわかった。
また、出店断層の深部は本震時にはすべって
はいなかったが、本震時すべりにより余効す
べりが誘発された。今回出現した地表地震断
層から、西側隆起の逆断層運動が推定された。
周辺の地質構造などを考慮すると、テクトニ
ックインバ－ジョンによって以前の正断層
が、今回は再活動したと考えられる。強震動
データの調査の結果、0.1～0.3 秒の短周期成

分が卓越した地震動であったため、震度６弱
以上の割には建物被害が少なかったと考え
られる。人的被害・災害救援に関する調査に
より、今回の地震による被害は日本全国に広
がる中山間地域における地盤災害に共通の
課題を有していたことが判明した。 
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